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ノ、

lレ

ス
世
界
経
措
亭
の
政
治
的
意
味

.t. 

松

引二

-清

彼
れ
の
世
界
経
沸
法
論

す

で
t亡
率
ん
7ご
ょ
う
IL1¥ 

ハ
ル
ム
ス
は
『
純
粋
科
同
学
的
』
な
相
界
経
済
問
中
を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
古
凶
か
ら
刊
日
仲
経
済
む
概
念
規

定
を
行
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
揚
合
、
世
界
経
訓
刑
法
が
荒
川
宜
な
る
役
制
を
占
め
て
ゐ
た
。
多
く
の
個
別
絞
怖
を
辺
川
和
せ
る
粁

済
生
活
が
凶
聞
係
構
成
剛
胆
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
、
そ
む
関
係
柿
成
偲
が
図
川
北
村
松
怖
で
あ
る
か
世
凶
作
経
桝
で
あ
る
か
は
、

一
閉
そ
れ
が
凶

内
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
か
同
際
法
忙
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
か
を
相
識
と
し
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
オ
イ
ザ
ン
ヴ
ヱ

1
ラ

ー
は
山
地
一
派
に
針
し
て
ハ
ル
ム
ス
の
世
界
総
桝
思
を
特
色
づ
け
る
た
め
次
の
よ
う
に
さ
へ
言
。
て
ゐ
る
。
「
山
附
者
の
概
念
心
定
式
化

と
基
礎
づ
け
に
は
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
相
症
が
も
相
す
る
。

ハ
ル
ム
ス
の
基
礎
づ
け
は
法
的

l
形
式
的
苦
P
E
n
-
L
E
E
-ご
で
あ
る
に

反
し
古
典
派
の
そ
れ
は
経
消
的
|
質
質
的

(5HErtF一E
E百
E
r
)
で
あ
り
、
従
っ
て
ハ
ル
ム
ス

D
概
念
定
式
化
は
、
古
典
抵
の

そ
れ
よ
り
も
よ
〈
狭
〈
日
う
よ
り
削
定
的
で
あ
る
。
』
と
の
土
う
に
訟
が
草
一
安
在
役
割
を
占
め
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
械
の
間
m
件
れ
術
開
午

を
よ
り
よ
く
知
る
た
め
に
は
、
相
界
経
済
法
に
つ
い
て
吏
ら
に
早
ん
で
訟
〈
必
裂
が
あ
ら
う
。
一
国
民
経
怖
と
世
界
絞
梢
』
に
沿
け

る
見
併
主
い
っ
そ
う
後
反
せ
し
め
た
も
の
は
、
戦
後
後
行
さ
れ
た
『
同
際
法
・
外
交
僻
県
」
巾
に
か
1
A

げ
ら
れ
て
ゐ
る
論
文
守
防
外

粧
品
川
と
世
非
経
済
法
』
で
あ
る
h
d

世
界
経
済
法
に
附
す
る
か
れ
の
説
明
に
入
る
に
先
立
。
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
新
な
る
論
文
に
於
て
か
れ
が
岡
氏
絞
州
及
び
判

ハ
ル
ム
ス
刊
界
腔
梼
串
町
政
時
的
意
味

事
丘
十
ニ
巷
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円
ル
ム
ス
世
界
料
掛
凶
阜
の
政
拍
的
苦
味

界
経
消
に
附
す
る

+μ
き
定
義
k
r
若
干
修
王
し
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
か
れ
は
モ
れ
ら
を
閲
係
構
成
憾
で
あ
る
と
慨
念
す
る
と
と
に
よ

樺
五
十
三
巻

O 
ノ、

、
、

ノ

-

」

/

出
伊
豆
抗

っ
て
、
車
紅
る
個
別
経
情
の
集
り
で
あ
る
市
場
約
怖
と
匝
別
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
山
間
係
と
一
広
ふ
言
葉
の
品
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
、

そ
の
一
間
性
を
稀
部
な
ら
し
め
て
ゐ
る
貼
は
不
J
K刊
来
十
、
た
め
に
市
場
経
消
と
混
同
さ
れ
る
泊
除
主
事
分
に
守
口
ん
で
ゐ
る
c

そ
こ

で
新
友
る
論
文
に
於
て
は
そ
の
一
偶
慨
を
上
り
臥
測
し
よ
う
と
す
る
努
力
が
注
さ
れ
て
ゐ
る
り
で
あ
る
。
一
同
氏
経
怖
と
は
計
に
と
し

て
統
一
的
同
法
的
ノ
ル
ム
の
下
に
長
か
れ
た
岡
山
《
粒
情
的
附
係
椛
成
問
で
あ
っ
て

そ
の
下
に
於
て
は
同
一
私
的
地
ぴ
に
宗
間
的
に
結

合
し
た
個
別
絞
摘
が
生
命
総
的
邦
大
利
害
附
係
官
官

P
Eわ吉郎
E
M
F
-
p
p
m
伶
ロ
)
を
以
て
相
五
に
目
つ
岡
家
と
り
相
百
川
聞
係
に
於
て
結

合
し
て
ゐ
る
ム
『
世
界
経
怖
と
は
主
と
し
て
間
際
法
的
な
ノ
ル
ム
の
下

r立
つ
閥
際
経
済
的
た
附
係
構
成
鴨
で
あ
っ
て
、
そ
の
ド
に
於

て
は
、
地
球
上
の
個
別
粧
品
川
が
生
命
線
的
京
大
利
守
附
係
を
以
て
相
立
に
結
合
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
己
修
ナ
止
さ
れ
た
防
は
新
に
-
レ

ー
ベ
ン
ス
ず
イ
ヒ
テ
イ
ザ
ン
・
ベ
ラ
ン
ザ
ン
」
な
る
文
中
心
押
入
喜
れ
た
と
と
で
あ
る
。
閣
民
経
品
別
も
附
凶
作
経
油
開
も
共
に
桐
別
純
情

冒
と
伺
別
経
済
と
の
平
た
る
刑
制
係
で
は
た
く
て
、
生
命
的
に
切
り
離
し
難
い
一
憶
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
に
至
っ
て
ゐ
る
。
し
か
し
従

来
企
て
も
阜
た
る
附
係
と
は
巧
へ
ち
れ
て
居
ら
や
、
『
椛
成
開
』
と
し
て
-
他
的
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
新
友
る
竹
川
丈

に
於
け
る
修
五
は
、
ハ
ル
ム
ヌ
心
本
来
持
っ
て
ゐ
た
考
へ
方
が
吠
却
に
ぽ
附
し
明
附
た
形
を
と
石
に
王
っ
た
も
の
で
あ
る
と
み
る
の

〔
註
ご

が
安
u
同
で
あ
ら
号
。

『
世
界
料
棒
と
世
界
栴
刑
法
』
以
後
に
殻
去
さ
れ
た
論
文
で
は
か
k

る
考
が
一
府
明
確
と
な
っ
て
ゐ
る
。
一
九
二
六
年
『
世
界
軒
南
韓
誌
』
に
か
i
A

げ

ιれ
た
論
文
『
刊
押
杭
怖
の
椛
念
同
は
そ
の
脚
討
に
衣
の
よ
う
に
誼
べ
て
ゐ
る
。
『
阪
に
注
志
し
た
則
〈
、
私
は
一
九
一
一
一
丸
ー
に
引
は
れ
た
私
心
許
杓

↑
問
民
杭
怖
と
凹
界
紅
前
」
に
於
て
、
同
じ
釘
象
に
つ
い
て
司
制
に
自
己
の
且
併
を
設
表
し
た
ロ
一
ま
た
私
は
世
界
料
問
雑
誌
に
於
で
同
ヒ
町
家
を
制
起

し
厄
執
っ
た
(
停
一
在
、
持
四
巻
、
部
十
三
桂
三
政
立
で
は

K
・
ス
ト
ラ
り
フ
に
土
っ
て
溌
行
さ
れ
た
』
附
際
法
・
件
完
酢
典
」
中
の
論
文
「
明
鼻
腔
桝

と
世
凶
作

wm
桝
法
」
参
加
。
以
ー
ト
に
か
ふ
げ
ら
れ
る
肺
丈
は
、
と
れ
を
で
の
も
の
と
同
ヒ
目
的
に
興
っ
た
方
訟
で
到
睦
せ
ん
と
拭
み
て
ゐ
る
貼
で
異
つ
で

kerr巴chl und cler niplom~tie Rd. lleq:、五日刊pp~ 酢典1!1929"ドの蛍
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む
る
山
そ
し
て
と
の
論
文
に
川
町
て
拙
は
『
構
成
M

E

一
が
車
な
る
開
係
又
は
畏
合
か
り
劃
何
に
異
常
る
か
か
謀
a
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
f
h
M

れ
間
行
口
ぱ
州
都

併
の
う
ち
に
白
己
を
完
成
す
る
ロ
そ
し
で
判
前
は
概
念
的
に
、
沼
識
方
法
に
帆
に
う
て
、
形
成
さ
れ
た
一
明
と
し
て
泊
武
む
は
附
M

干
の
来
初
と
し
て
問
肝

す
る
と
と
が
間
車
る
。
節
一
円
坊
合
そ
れ
は
(
刑
台
構
成
制
」
で
あ
り
、
部
二
円
場
A
い
そ
れ
は
「
祉
台
付
加
桝
集
合
開
」
で
乱
乙
己
戸
ル
ム
ス
は
と
斗
で

栴
成
問
を
明
確
に
集
合
岨
か
ら
川
別
し
、
そ
の
論
文
で
桝
成
明
刊
愉
の
構
成
の
た
め
「
計
制
な
文
献
県
的
考
察
を
行
っ
て
ん
乙
。
そ
し
て
そ
の
完
成
さ

れ
た
も
の
が
論
文
島
『
部
前
聴
か
ら
刊
界
料
情
骨
議
へ
』
巾
の
論
文
『
世
界
料
怖
の
情
誼
極
化
』
の
見
酢
で
あ
ら
ら
。
『
一
杭
成
明
刊
請
に
と
っ
て
は
、

偶
成
時
そ
れ
自
身
出
認
識
の
抑
象
と
な
り
、
そ
の
俳
治
的
形
成
が
令
他
と
部
分
に
つ
い
亡
、
主
的
一
に
開
併
あ
る
イ
デ
ー
の
烈
肱
の
下
に
叩
載
せ
ら
れ
る
。

か
L

る
畑
町
か
ら
十
る
と
、
制
怖
は
日
台
と
の
生
々
し
た
相
正
聯
闘
に
於
工
、
同
家
・
川
内
示
即
哨
合
・
及
び
附
内
法
及
び
凶
際
法
と
の
品
本
的
た
開
帳
に

於
て
眺
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
L
深
合
叫
市
は
市
川
唱
和
問
的
支
換
問
悼
の
多
此
休
刊
が
、
一
つ
の
生
々

L
い
机

η
剛
係
の
う
引
に
止
秘
さ
れ
る
と
一
五
三
品

情
を
無
洞
す
る
。
そ
れ
は
附
市
喝
統
帥
的
な
交
換
聞
係
そ
れ
自
身
を
認
識
の
針
哉
と
し
、
糊
械
的
蚊
長
的
開
前
と
し
て
、
本
質
的
に
担
ー
リ
化
的
+
刀
法

に
結
び
つ
〈
。
』

さ
て
桃
成
惜
別
論
が
明
制
た
形
を
と
る
に
至
っ
た
新
な
る
諭
丈
仏
於
て
も
凶
此
粧
品
川
と
附
界
経
抑
止
を
阿
川
寸
る
椋
誠
治
、
同
氏

粧
消
訟
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
か
、
附
川
持
絞
ム
刑
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
か
で
あ
る
と
-
1
ム
知
は
少
し
も
縫
っ
て
ゐ
た
い
c

た
ピ
モ

の
法
に
附
す
る
よ
り
詳
細
な
規
定
が
附
加
さ
れ
て
ゐ
る
だ
付
で
あ
る
。
従
来
経
例
法
に
附
し
て
は
、
法
町
駅
者
心
問
に
そ
れ
を
訟
の
山

則
に
包
括
す
る
こ
と
の
川
来
な
い
諸
事
貨
を
刺
却
す
る
付
殊
た
も
り
に
限

JK
せ
ん
と
す
る
い
計
力
が
恋
さ
れ
て
ゐ
介
。
山
ち
公
法
川
門

ハ
ル
ム
ス
は
か

h

る
兄
仰
を
排

L
て
突
の
よ
う
た
定

義
左
下
す
。
『
続
例
法
は
何
別
粁
怖
相
児
刊
の
附
川
町
及
び
例
別
経
消
と
附
一
也
と
の
山
附
係
主
川
珂
』
止
す
る
法
規
範
心
会
問
で

b
る
。
'
一
か
れ

と
私
法
部
門
の
外
に
特
列
の
絞
消
法
な
る

fA門
を
世
か
ん
と
す
る
山
で
あ
る
。

に
あ
っ
て
は
経
済
訟
は
公
法
成
ひ
は
私
訟
と
併
存
す
る
も
の
で
は
な
く
、
附
法
の
構
成
市
分
で
あ
る
。
京
桝
訟
を
限
外
づ
け
る
こ
と

は
不
可
能
で
在
く
と
も
桜
め
て
閑
淵
で
あ
る
。
続
桝
問
中
』
刊
に
と
っ
一
」
は
法
の
限
界
は
十
へ
し
て
市
川
女
友
問
題
で
は
な
く
、
似
め
て
山
義

に
僻
し
て
終
消
行
偶
か
ら
生
や
る
一
切
の
事
貨
を
糾
耕
し
た
方
が
便
利
で
あ
る
。
川
札
口
て
こ
の
主
張
か
ち
す
れ
ば
、
近
代
訟
中
心
!
大

ハ
ル
ム
ス
世
界
都
梼
串
由
政
浩
的
官
昧

第
五
十
こ
を

第
五
時
叫

O 
戸 b

ノ、

七
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ハ
ル
ム
ス
世
界
粧
済
同
弔
白
政
治
的
意
味

第
カ
十
三
巻

t
F
王
説

O 
丹、

ノ、

J¥. 

部
分
が
紅
ー
刑
法
で
あ
る
か
或
ひ
は
絞
術
的
色
彩
を
抗
っ
と
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ハ
ル
ム
ス
は
経
済
訟
を
岡
氏
府
出
刑
法
と
世
界
的
札
前

誌
に
分
け
る
が
、
と
の
同
別
は
、
そ
の
内
部
に
於
て
個
別
絞
桝
が
判
殊
心
開
係
相
成
問
に
ま
で
結
合
し
て
ゐ
る
ご
う
の
交
油
社
九
聞
い
の

作
柱
、
帥
ち
悶
民
経
桝
と
世
界
経
済
の
有
在
に
立
脚
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
同
氏
絞
桝
訟
は
同
内
法

(
r
E
E
E三
の
部
分
で
あ
り
、

世
外
経
済
法
は
凶
際
訟
(
〈
巴

Z
5
E
)
の
部
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
か
れ
は
剛
氏
粧
品
引
訟
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。
一
ド
同
氏
絞
叫
山
口
比

と
は
、
同
一
家
的
主
び
に
空
間
的
に
品
合
し
た
民
放
の
仰
別
絞
済
相

H
m
u
A
び
そ
れ
と
凶
ェ
私
、
史
ら
に
そ
れ
と
外
凶
の
佃
別
舟
析
し
ら

関
係
を
規
定
す
る
岡
内
法
規
純
の
企
仰
で
あ
る
。
』
闘
い
パ
粧
ふ
刑
法
は
史
ら
に
判
内
同
氏
川
町
一
例
法
と
針
外
凶
民
れ
怖
い
出
と
に
分
れ
、
針
門

同
氏
粧
抗
川
訟
は
、
凶
一
日
引
制
域
内
部
の
個
別
粧
品
川
の
お
桝
附
係
主
規
律
寸
る
す
べ
て
の
ハ
正
規
純
を
包
合
し
、
別
外
川
剛
氏
佐
山
引
が
に
、

間際r.8(7)法 (internationales.Recht) 

同P!';法 (Volkcrrecht) 針外凶内法 (Au浦町出

Lande~rechlì 

一一一-iII界都悼法 (¥¥'elt 剖タト凶民紋消法 (A即時間

wirt~('hartliches Recht) V(olkswi山 chaftrecll.ll

間際問の特例法(川但rnationales \Vir!;.chafl~recht) 

国
家
飢
域
内
の
個
別
舵
消
の
他
同
夜
制
域
内
的
制
別
抗
消
に
針
す
る
附
係
の
規
作
に
向
付
ら
れ
る
。
ル
ヘ
に
J
h

れ
ふ
れ
れ
の
山
ぃ
松
山
一
川
題
で
あ
る
附
界
経
例
法
に
別
へ
ら
れ
る
定
義
は
イ
ハ
の
通
り
で
あ
る

t

“H
Hト

η

?
と
L

1
4事
7

1

は
、
個
別
経
済
相
庄
川
1
4

ぴ
側
別
経
梢
1r
凶
宗
と
の
凶
際
和
術
的
問
係
主
税
伸
す
る
凶
際
訟
的
規
範
の
任
配

で
あ
る
己
か
く
て
ハ
ル
ム
ス
は
国
民
経
情
法
L

」
刊
れ
れ
術
訟
を
上
去
の
よ
う
に
開
系
化
し
て
ゐ
る
c

か
れ
の
閥
系
に
よ
る
と
凶
際
問
の
法
の
う
も
に
は
、
同
際
日
出
及
び
対
外
凶
内
誌
か
胤
し
、
同
際
法
は
『
凶

際
山
聞
係
を
規
枠
す
る
日
的
を
山
て
、
同
際
聞
の
協
定
成
ひ
は
凶
際
問
の
帆
相
官
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
法
規
純
心

金
制
で
あ
る
』
と
規
定
さ
れ
、
針
外
同
門
法
は
一

L

凶
際
刷
係
を
規
伸
す
る
目
的
を
以
て
川
間
内
一
札
訟
ま
た
は
凶

門
限
習
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
法
悦
純
の
会
開
で
あ
る
「
一
ム
一
対
定
=
れ
る
c

同
際
法
は
掛
川
作
同
問
門
訟
と
契
り

同
際
聞
の
協
定
に
よ
っ
て
生
じ
た
法
規
範
の
み
を
令
ん
で
む
る
。

協
定

2
5
2
2
Fミ

E
巴
は
去
示
さ
れ
た
危

J
U

山
一
致
で
あ
。
、
保
約

2
2
2
E
は
こ
れ
に
判
す
る

R
M
m
t
K
M
式
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
ヒ
れ
に
軒

L
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判
い
件
同
一
門
法
は
日
↑
卜
L

的

法

航

(
E
5
5
5
R
P
O
E
Mご
巳
己
目
立
か
ら
直
技
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、

の
他
刷
心
付
氏
に
到
す
る
山
剛
r怖
を
、
凶
際
法
川
た
古
川
町
に
於
け
る
協
定
に
よ
勺
て
で
は
な
し
仁
、
凶
円
私
的
た
訟
に
よ
っ
て
域
作
し
た

一
回
ー
と
他
凶
の
則
係
及
び
J

岡

の

り

氏

も
の
で
あ
る
。
さ
て
位
外
抑
制
刑
法
は
勿

A

川
凶
際
訟

ω
一
部
で
あ
り
、

ハ
ル
ム
ス
は
そ
れ
に
泌
す
る
も
の
と
し
て
川
町
界
』
間
法
閉
山
山
外

工
業
法
閉
山
川
件
交
通
法
川
州
出
川
凶
作
財
政
令
融
法
問
山
井
刷
合
訟
を
あ
げ
て
ゐ
る
。

ハ
ル
ム
ス
の
と
の
よ
う
な
刊
系
に
よ
る
在
世
界
制
怖
の
メ
ル
々
マ
i
ル
と
し
て
は
、
世
界
料
開
法
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
か
γ

刊
か
と

U

J

こ
と
が
制

品
て
買
裂
な
役
川
を
叫
す
。
附
品
川
規
模
に
お
け
る
桝
別
料
州
内
開
一
怖
が
巾
に
山

hr
的
法
師
か
ら
挺
す
る
劉
外
科
桝
法
に
よ
り
て
刈
作
さ
れ
乙
お
ん
い
に

は
、
そ
れ
は
世
界
貿
品
で
あ
っ
て
刊
持
統
怖
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
か
札
は
世
界
的
和
昨
の
梓
視
的
存
た
に
到
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
べ
き

世
持
制
桝
法
が
脱
虫

J
如
何
な
る
形
に
於
て
作
打
し
た
か
を
松

J
L
て
ゐ
る
。
す
べ
て
の
筑
過
と
川
棋
に
凶
際
世
姐
札
京
た
先
づ
技
術
的
交
沼
手
段
目

滋
肢
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
か
ら
、
州
問
主
羽
を
胤
付
す
べ
き
刊
枠
制
例
法
も
先
う
こ
の
飢
域
に
於
て
み
ら
れ
乙
。
印
サ
り
航
市
・
跳
泊
・
郵
M
・

川
附
い
に
閲
す
る
法
で
あ
る
。
最
も
有
名
な
協
定
は
前
州
郵
側
聯
人
廿
(
〆
〈

E-τν
【

4
2
2】
)
で
あ
町
、
一
ハ
士
八

4
に
行
は
れ
た
そ
の
叫
舵
づ
け
は
『
近
代

的
日
間
際
法
』
の
応
時
づ
け
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
刊
界
郵
削
聯
九
日
よ
り
札
十
U

い
も
の
は
一
八
日
古
河
ハ
リ
で
成
立
し
た
『
一
蛇

t
u聯
合
』
で
あ
旬
、
そ
れ

は
『
最
初
白
凶
際
法
的
行
政
聯
A
A
H

』
守

t
Z
巳

-
2
5
-
r
t
z
n
}
F
F
5
2
〈

2
4
2
T
5
m
u民
C
H
E
Z
】
己

M
u
r
i
と
円
ば
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
件
一
八
八
州
勾
に

生
れ
た
お
底
也
い
い
保
護
に
闘
す
る
協
州
、
及
び
打
出
品
交
泊
に
到
す
る
多
〈
町
帳
約
が
あ
げ
ら
れ
る
。

山
海
担
山
上
に
も
多
〈
の
附
際
的
協
に
い
か
行
は
れ
た
。
そ
し
て
か

L
る
怖
約
の
大
部
分
は
、
「
J
1
u
j
b

凶
除
法
』
に
松
を
お
〈
悦
押
法

E
t合
ん
で
ん
た
。

夏、

υに
多
〈
山
岡
?
伊
一
日
出
ず
る
同
川
町
判
川
に
到
し
て
も
数
多
い
間
際
協
定
が
行
は
れ
た
。
そ
れ
は
凹
に
八
円
紀
F

初
出
に
い
町
zh

り
て
「
山
司
令
P

川
仰

の
よ
う
に
一
八
八
八
年
の
州
際
何
川
町
九
却
に
闘
す
む
情
的
は
ス
エ
プ
出
向
に
も
油
附
さ
れ
る
と
と
に
な
可
た
。

川
内
際
問
の
叫
泣
一
究
却
も
主
た
多
〈
町
例
別
的
情
的
に
よ
っ
で
杭
序
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
部
一

J
f
世
界
大
関
に
至
る
官
で
内
そ
の
教
は
帥
め
て
大
き
い

も
の
で
あ
っ
た
。
削
別
的
慌
約
か
ら
注
ん
で
一
蛇
川
な
川
際
協
定
も
ま
た
行
は
れ
る
に
主
り
た
。
杭
巾
一
八
七
川
年
、
一
八
八
一
旬
、
↓
八
八
六
年
ス

イ
ヌ
の
主
導
の
下
に
イ
ル
ン
的
合
議
T
一
検
川
さ
れ
、
一
八
九

O
年
に
柑
U

刷
、
じ
れ
た
川
内
際
飢
地
出
輸
究
描

r
附
す
る
協
記
は
、
少
〈
と
も
十
一
カ
ケ
附
本
一
合

ん
で
ゐ
た
。
間
際
自
別
市
小
父
泊
に
闘
す
る
締
約
は
一
九

O
九
年
パ
リ
に
於
て
締
軌
さ
れ
て
ゐ
る
。

同
際
法
的
な
協
定
の
い
ま
一
つ
の
刑
象
と
な
る
ゐ
の
は
同
際
出
品
一
父
換
で
あ
る
。
沼
山
崎
約
町
時
史
は
航
め
て
い
訂
い
。

L
ト
ト
川
凡
で
曲
附
締
約
は
ハ

ル
ム
ス
に
よ
る
と
、
締
約
L
C

一
目
止
よ
ゆ
も
む
し
ろ
自
主
的
な
針
外
凶
内
法
が
同
車
問
の
交
誼
を
抗
伸
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
十
七
刊
犯
か
ら
十
九
刊
杷

ハ
ル
ム
ス
刊
界
都
済
阜
の
政
惜
的
草
山

第
r
l

十
二
巻

ノ、

ブL

第
五
抗

O 
ブL

a 九円日月04p，. IIar町、， 4) 



ハ
ル
ム
ス
世
界
経
済
問
宇
田
政
治
的
意
味

第
五
十
二
巷

ノ、

O 

第
五
抗

O 

に
か
け
て
、
東
洋
諸
凶
そ
の
他
山
ヰ
文
明
凶
と
の
問
に
締
結
さ
れ
た
帳
約
は
か
、
る
刊
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
最
初
こ
の
よ
う
な
方
法
で
支
那
・
日
本
・

印
度
・
シ
ヤ
ム
・
ア
フ
リ
カ
・
ベ
ル
シ
ヤ
等
々
は
刊
界
一
笠
沼
に
参
加
し
た
。
今
日
の
よ
ろ
な
定
り
に
お
け
る
誼
向
峠
約
的
生
れ
た
の
は
、
自
刊
H
U
品
の

イ
戸
ー
が
脅
生
し
た
十
九
刊
胞
の
後
半
以
徒
で
あ
る
。
そ
の
阿
波
貼
は
一
八
六

O
句
に
お
け
る
ヨ
プ
ヂ
シ
締
約
で
あ
る
と
一
古
ふ
こ
ー
と
が
向
車
よ
ろ
。
こ

の
恥
態
は
若
干
制
く
か
に
み
え
た
が
さ
う
ほ
行
か
む
か
っ
た
。
冒
と
云
ふ
の
は
七

O
勾
代
的
ド
ば
存
凶
町
刺
守
川
醐
停
は
働
経
し
、
正
い
び
白
ヌ
的
政
世
が
州

恕
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
続
々
明
大
し
ゅ
〈
刊
界
交
剖
は
、
品
川
に
は
目
、
正
的
統
制
と
一
致
し
な
い
之
一
区
中
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
た
。

先
ヲ
フ
ラ
ン
ス
が
剛
税
、
執
務
を
押
っ
た
詔
向
時
的
に
抱
蹄
し
た
の
で
あ
る
が
、
九

O
司
代
に
入
つ
て
の
澗
辺
り
カ
フ
リ
フ
イ
内
政
策
も
同
様
の
む
昧
を

も
っ
て
ゐ
た
。
認
向
続
的
の
新
し
い
昨
代
が
制
す
か
っ
た
。
各
附
は
闘
腔
お
お
を
却
し
、
白
凶
の
輪
出
を
能
ふ
限
り
仰
張
L
、
松
入
を
龍
山
限
り

m
i朴一

ん
と
し
な
が
ら
、
し
か
も
世
界
紅
怖
に
多
加
し
た
。
抑
制
#
刊
念
は
決
し
て
前
民
的
な
も
の
で
は
な
〈
な
っ
た
。
一
地
山
続
的
は
本
叶
体
制
別
的
な
も
の
で
あ

る
付
れ
ど
も
、
一
八
九
O
年
国
か
ら
既
に
集
倒
的
な
協
耐
の
泊
が
附
け
て
ゐ
る
の
で
あ
z
u
n

さ
て
ハ
ル
ム
ス
に
よ
れ
ば
政
策
け
訟
の
形
成
を
日
棋
と
す
る
目
的
設
定
で
あ
る
。
尤
も
訟
の
形
成
に
む
け
ら
れ
る
日
川
口
広
は
が

制
的
で
も
あ
り
う
る

L
、
市
倒
的
で
も
あ
り
う
る
。
印
ち
法
を
制
定
せ
ん
と
す
る
も
む
と
、
訟
を
焼
止
し
ま
た
は
訟
の
形
成

E
m
t

せ
ん
と
す
る
日
的
設
定
が
あ
り
ろ
る

b
Hり
で
あ
る
c

付
れ
ど
も
判
れ
に
し
て
も
そ
れ
が
法
に
何
ち
か
の
去
現
を
見
刊
す
と
と
に
は
総

り
が
な
い
。
純
情
政
策
は
和
前
訟
の
制
定
に
向
け
ら
れ
を
目
的
認
定
で
あ
れ
、
従
ウ
て
れ
州
政
策
U
r賢
践
は
、
れ
桝
仲
刊
日
に
と
円

J

て

そ
れ
が
法
的
た
表
現
を
凡
川
し
た
時
に
始
め
で
W
H
刊
抗
さ
れ
る
の
で
あ
る
c

一
見
ら
に
同
氏
絞
約
政
策
は
同
氏
絞
前
訟
の
制
定
に
山
け
ら

れ
た
目
的
設
定
で
あ
り
、
世
界
椛
叫
山
政
川
県
は
世
非
粧
刑
法
む
制
定
に
向
付
ら
れ
た
目
的
立
山
ん
で
あ
る
と
一
U

J
と
と
に
在
る

と
の
よ

う
に
政
策
の
目
的
設
定
に
闘
す
る
規
定
が
あ
る
に
は
あ
る
付
れ
左
も

ハ
ル
ム
ス
に
於
て
か
ミ
る
政
策
の
日
的
設
定
そ
れ
自
身
は
叩

山
併
純
情
問
t
J

的
判
象
と
は
た
ら
た
い

絞
れ
の
方
法
に
於
て
は
政
策
の
円
的
泣
定
た
る
阿
川
侃
的
行
旬
は
、
そ
れ
が
世
界
経
~
刊
誌
ひ
は
川

日
外
続
出
析
訟
と
し
て
宣
現
し
た
時
に
始
め
て
経
駒
山
引
与
の
割
象
と
た
り
う
る
の
で
あ
る
。
九
れ
が
刊
界
経
桝
思
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
に

泊
り
、
ヰ
ら
仕
川
井
紅
怖
の
悦
へ
心
川
品
定
と
、
世
川
肝
粧
栴
訟
の
開
示
化
に
努
力
し
て
ゐ
る
の
じ
そ
の
時
め
で
あ
る
包
然
ち
M
u
h
れ
H
H
h
h円



た
る
右
誌
に
よ
っ
て
政
策
の
目
的
孜
主
主
計
険
料
伊
の
外
に
放
逐
し
た
で
あ
ら
う
か
。

そ
の
こ
し
人
主
泊
じ
て
か
れ
/
l
t
は
ハ
ル
ム
メ

前
界
経
梢
阜
の
政
治
的
芯
味
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
が
そ
れ
を
以
下
川
町
四
台
し
て
行
か
ろ
G

〔
註
一
い
生
品
腕
惜
郎
教
授
は
問
巾
耕
太
郎
歌
授
が
ハ
ル
ム
ス
の
世
界
都
冊
法
前
を
寓
民
主
義
的
で
あ
る
t
p
規
定
さ
れ
る
の
に
針
ぃ
、
ハ
ル
ム
ス
を
針

穫
し
て
究
由
よ
う
に
言
は
れ
る
。
『
こ
L

で
は
川
中
博
士
の
刊
界
都
掛
栴
念
を
抗
ち
に
同
組
と
し
ょ
っ
v
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ー
と
の
忙
界
軒
冊
の
慌

A
h

に
立
畑

L
亡
惟
比
さ
れ
た
博
士
山
世
界
制
昨
出
(
凶
際
飢
前
白
怯
と
高
山
山
知
林
博
の
法
)
を
も
誌
で
川
出
と
し
よ
う
'
と
す
る
心
で
は
な
い

o
m川
中
博
士

山
酌
ハ
ル
ム
ス
山
世
界
総
帥
概
念
を
正
し
く
理
解
さ
れ
た
か
否
か
は
同
組
で
あ
る
。
ハ
ル
ム
ス
の
刊
持
組
問
概
念
は
一
九
一
二
年
い
覧
表
せ
る
も
の
か

ι

央
郵
に
設
建

L
て
ゐ
る
。
故
に
そ
の
琵
民
地
位
巾
の
或
も
の
を
以
て
仰
の
説
ー
と
勘
定
す
る
こ
と
は
、
少
〈
ー
と
も
彼
の
阿
界
制
前
概
念
を
正
引
に
刊
肝
ず

る
所
以
で
は
な
い
。
』
生
品
数
授
は
一
九
一
一
一
年
目
『
凶
民
制
怖
と
世
界
制
桝
』
に
於
て
来
だ
不
明
確
で
あ
っ
た
ハ
ル
ム
ス
の
構
成
刷
世
間
論
(
そ
れ
は
商

品
主
菰
的
市
場
料
桝
引
論
ー
と
一
昨
剖
ー
す
る
)
が
そ
の
後
日
論
文
に
於
で
術
北
別
府
な
抑
を
よ
る
に
王
っ
た
貼
を
相
摘
さ
れ
て
白
る
の
で
あ
z
u
o

そ
し

て
そ
の
限
り
に
於
て
生
礼
町
役
授
の
川
巾
敬
投
批
判
は
正
し
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
け
れ

rも
ハ
ル
ム
ス
の
構
成
柏
町
前
に
立
脚
す
る
世
界
wm
桝
法
論

が
一
雌
形
式
的
に
両
氏
法
と
剖
立
し
て
ゐ
る
と
-
Z
J
こ
と
と
、
そ
の
筑
質
が
依
蛇
と
し
て
翫
民
主
義
的
で
あ
る
と
云
斗
こ
と
は
別
川
起
で
あ
る
。
け
れ

E
も
こ
の
駄
に
は
保
〈
立
入
る
蝕
裕
を
も
た
な
い
。

政

策

の

目

的

設

定

に

闘

す

る

彼

れ

の

見

解

如
何
た
る
論
理
に
よ
っ
て
政
策
の
目
的
設
定
を
れ
険
料
阜
の
外
に
政
透
し
た
か
は

「
狗
逸
貿
易
政
策
の
的
来
』
中
に
一
市
さ
れ
て
ゐ
る
。

ハ
ル
ム
ス
が

一
九
二
五
年
に
公
に
さ
れ
た

ハ
ル
ム
ス
の
見
仰
で
は
政
策
の
目
的
設
定
は
、
た
ん
ら
評
問
的
な
も
の
で
た
く
、

個
人
の
世
界
槻
に
山
来
す
る
諮
芯
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
か
れ
は
間
接
に
於
け
る
日
的
設
定
と
絞
品
川
県
に
於
け
る
目
的
設
定
と

を
比
較
寸
る
こ
と
に
よ
っ
て
枕
明
し
て
ゐ
る
。
問
問
中
は
刊
定
し
た
日
的
を
拍
ち
、
主
間
的
判
断
は
山
市
に
そ
れ
に
五
る
方
法
に
闘
し
て

い
お
あ
つ
で
、
目
的
そ
れ
自
身

ι
つ
い
て
は
午
ム
飴
地
は
浅
さ
れ
て
ゐ
た
い
。
削
ち
『
匹

JMに
し
て
健
康
な
人
川
」
が
そ
れ
で
あ
旬
、

ハ
ル
ム
ス
世
界
担
問
出
干
の
政
措
的
意
味

第
百
イ
こ
を

第
五
杭

III 中耕太郎歌技 刊←界法の理論 507r.t以下c
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ハ
ル
ム
ス
世
界
認
済
畢
内
政
治
的
意
味

第
五
十
=
各

第
五
抗

との一一
μ
支
は
遁
首
で
な
い
か
も
知
れ
た
い
が

と
に
か
く
医

LMた
一
人
山
の
限
定
な
る
慨
念
は
具
般
的
で
あ
る
c

限
科
の
惇
術
は
一
叶
常

在
脱
力
在
る
一
定
の
表
叙
を
も
っ
て
ゐ
る
し
、
内
科
の
腎
術
は
心
蹴
肺
腕
等
々
の
正
常
た
機
龍
欣
態
に
附
ナ
る
一
定
の
支
相
況
を
持

っ
て
ゐ
る
。

従
う
て
そ
こ
に
必
然
に
治
療
阜
の
目
的
設
定
が
生
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

己
れ
に
針
し
刷
介
絞
怖
に
は
如
、
似
の

と
と
は
訂
十
代
し
た
い
。
制
ん
川
川
的
及
び
粧
情
的
生
前
心
健
全
な
刊
誌
、
一
正
し
い
山
仏
自
在
る
去
象
は
、
側
々
に
川
附
す
る
も
の
で
あ
ら
う
と
み
一
組

に
山
間
す
る
も
の
で
あ
ら
う
と
、
人
引
に
附
旧
仲
間
に
よ
ヲ
て
規
定
せ
ら
れ
た
恋
意
的
な
も
の
で
あ
る
。
山
間
術
と
は
引
(
っ
て
刷
命
日
絞
怖
に
は

取
純
に
「
正
常
』
或
ひ
は
『
位
康
」
?
と
エ
は
れ
る
欣
態
は
存
介
忙
し
在
い
。
と
の
こ
と
は
と
れ
ま
で
の
絞
州
問
中
が
所
興
む
も
の
と
行
倣

し
た
す
べ
て
の
日
的
設
定
、
印
ち
『
日
』
『
耐
祉
』
『
枇
品
目
生
時
物
の
円
山
大
化
』
『
回
以
中
ヘ
可
能
の
イ
止
年
刊
二
h
U

以
大
川
市
の
ん
川
却
化
一
司

々
に
卸
し
て
す
べ
て
安
叫
す
る
。
例
へ
ば
長
ぐ
英
凶
の
れ
桝
墜
を
支
配
し
た
最
ん
の
則
穴
供
給

E
t「
附
の
夫
象
と
す
る
勾
ヘ
占
も
、

決
し
て
訓
日
間
岨
長
町
的
た
も
の
で
た
い
。
印
広
の
附
川
外
視
の
如
き
欲
的
ー
の
左
い
と
一
戸
ふ
と
と
(
H
W
O

与一
-
E
E
Z
F
U】民
T
E
与
を
幸
一
川
で
あ
る
と
f
h

倣
し
、
四
洋
で
は
日
明
と
み
た
さ
れ
る
目
的
設
定
を
柁
有
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
政
策
の
目
的
設
定
が
全
く
個
人
の
山
民
机
に
山
川
来
す
る
ド
倒
的
た
も
の
で
岳
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
絞
険
料
阜
の
劉

象
た
り
え
な
い
と
と
は
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
利
問
中
川
認
識
の
使
命
は
か
t
A

る
貼
以
外
に
存
す
る
。
部
ち
事
賀
及
び
一
…
弔
買
の
利
行
山
間
同
研

の
時
認
、
分
析
と
川
川
県
闘
係
の
常
明
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
利
眼
的
認
識
は
そ
れ
内
ら
の
限
界
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
よ

〈
経
州
政
策
の
目
的
に
ふ
中
市
μ
い
す
る
こ
と
が
可
能
と
去
る
。
前
州
政
策
的
行
偽
は
事
質
の
正
利
た
る
認
識
を
松
山
ワ
て
右
放
で
あ
り
、
平

寅
の
正
相
在
一
部
識
を
媒
介
す
る
と
と
こ
そ
が
判
明
の
深
川
叫
で
あ
る
つ
れ
川
中
主
れ
は
如
何
に
こ
れ
ま
で
の
経
術
政
策
的
行
筑
が
作
川

L

た
か
を
一
不
し
、
政
策
的
行
民
主
桁
一
目
す
る
川
に
、
そ
の
行
民
が
叱
る
か
も
知
れ
な
い
品
、
謬
を
市
町
防
寸
る
。

立
た
そ
れ
は
役
忘
さ
れ
た

政
策
的
目
的
が
鼠
氾

t
如
何
に
刊
川
す
べ
台
一
か
を
も
点
す
〉
し
と
が
川
端
る
。
政
官
、
的
行
協
に
闘
し
て
科
串
巴
蜘
民
、
し
う
る
限
県
ほ
と



れ
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
に
出
る
こ
と
は
不
可
能
た
の
で
あ
る
。

定
し
た
後
、
更
ら
に
例
主
穀
物
附
枚
の
刊
割
合
に
と
っ
て
説
明
を
加
へ
て
ゐ
る
。
穀
物
関
税
は
持
活
ぃ
仙
台
」
殺
帆
制
作
八
淳

f
c
そ
し
て

ハ
ル
ム
ヌ
は
科
早
D
積
制
的
た
而
?
と
消
抑
的
立
而
主
か
〈
説

そ
れ
は
山
花
に
大
土
地
所
布
者
に
わ
利
と
な
る
。
大
小
J

地
所
府
者
が
初
持
さ
れ
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
と
一
戸
ム
円
的
が
科
心
仕
す
れ
ば

穀
物
関
税
は
こ
の
目
的
住
成
の
手
段
と
し
て
合
目
的
的
で
あ
る
亡
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
絞
品
川
問
中
者
に
判
し
、
山
駅
間
政

策
の
目
的
と
し
て
大
土
地
所
有
者
の
維
持
ー
と
促
却
と
云
ム
と
と
が
興
へ
ら
れ
、
か
れ
が
そ
心
手
段
を
研
究
す
る
な
ら
ば
、
継
は
そ
の

手
段
と
し
て
穀
物
倒
枕
を
指
示
し
た
け
れ
ば
な
ら
ね
。
し
か
し
同
時
に
か
れ
は
次
の
こ
と
ピ
も
を
涼
話
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
友
る

ま
い
。
穀
物
倒
税
は
土
地
の
値
上
り
を
招
来
し
、
他
の
経
済
に
し
て
同
一
に
止
ま
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
在
ら
ば
、

-h干
の
昨
川
の

後
に
は
穀
物
以
外
山
一
般
附
枕
も
引
上
げ
な
く
て
は
た
ら
印
刷
。
ま
た
穀
物
附
税
は
1
1
岡
氏
粁
済
的
見
地
か
ら
は
常
ば
し
く
な
い
刊
附

例
へ
ば
世
界
市
揚
L
於
け
る
競
争
能
力
の
羽
化
を
も
た
ら
す
と
と
が
あ
る
。

己
の
喜
ば
し
く
紅
い
結
川
市
に
刑
し
て
は

吏
ら
に
ま
た

広
針
に
民
日
刊
の
購
武
力
の
向
上
戦
時
に
台
け
る
食
料
山
け
給
悦
の
靴
保
等
々
よ
き
結
川
市
も
あ
げ
ら
れ
る
乙
と
に
た
る
の
で
あ
る
が
、
円
恥

副
問
問
申
有
は
時
そ
の
相
互
作
刊
を
指
摘
す
れ
ば
良
い
だ
け
で
あ
る
。

現
貨
に
於
て
如
何
な
る
政
策
が
と
ら
れ
る
か
は
品
川
肌
札
制
と
記

祇
的
勢
力
が
と
れ
を
決
定
す
る
こ
と
に
た
る
。

か
く
て
ハ
ル
ム
ス
に
よ
る
と
穀
物
附
枇
論
争
に
お
け
る
日
山
貿
易
と
川
刊
誌
貿
易
の
九
州

一
手
は
、
す
べ
て
怒
誌
に
け
北
叫
す
る
も
の
で
あ
り
、
附
川
外
視
と
世
界
抑
の
剖
立
で
し
か
な
か
っ
た
の

白
山
貿
易
愉
者
は
自
ら
の
目
的
文

定
が
利
県
的
で
あ
る
と
と
を
好
ん
で
キ
張
す
る
が
そ
れ
は
一
説
り
で
あ
る
。
既
に
簡
れ
ら
れ
た
よ
う
に
、
刑
台
前
川
桝
の
目
的
が
最
大
可

能
回
生
産
の
合
別
化
に
あ
る
と
言
ム

E
と
は
、
何
ら
客
限
的
た
認
識
で
は
た
く
、
そ
れ
自
身
一
一
砲
の
芯
意
に
す
ぎ
む
い
c

ま
た
同
氏

的
生
産
力
の
多
減
性
に
院
の
目
的
を
見
出
ナ
保
誤
J
H
易
論
者
が
同
桜
に
主
主

4
i
脚
す
る
こ
と
は
」
斗
へ

72hで
も
な
い
こ
と
で
あ

る。

ハ
ル
ム
兄
世
界
線
済
串
的
政
措
酎
志
時

都
王
寸
二
容

事
沼
抗



ハ
ル
ム
ス
世
界
経
済
串
の
政
惜
的
意
味

第
五
十
二
巻

第
五
挽

rlL" 

六
二
凹

布
の
よ
う
な
ハ
ル
ム
ス
の
方
法
論
が
直
接
に
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
さ
き
に
指
摘
し
た
よ
う
に
貿
易
政
策
に
附
す
る
か
れ
の
引

物
に
於
て
ピ
あ
っ
て
、
か
れ
の
世
界
経
済
論
に
於
て
ピ
は
た
い
。
け
れ
ど
も
か
れ
の
刊
非
紅
誠
何
事
が
こ
の
よ
う
な
方
法
論
ル
一
背
任
に

告
い
て
命
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
京
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
コ
チ
ユ
一
一
ツ
ヒ
が
『
渡
的
似
性
の
似
定
の
干
に
於
け
る

貫
間
八
川
的

?
E
e目
。
間
一
誌
と
な
槻
様
方
法
」
と
規
定
し
て
ゐ
る
の
は
そ
の
定
味
に
於
て
ピ
あ
る
ω

一
凶
代
終
的
L

」
肘
山
井
純
情
』
の
山
川
政
後

戦
は
さ
れ
た
世
界
経
神
間
甲
の
問
中
間
的
性
民
に
附
す
る
論
ザ
に
於
て
、

「
丘
)

に
倒
し
て
は
異
論
が
あ
り
た
に
し
て
も
、
ハ
ル
ム
ス
の
世
界
経
済
問
中
が
波
倒
仙
相
理
論
の
方
法
に
a

リ
仰
し
て
ゐ
る
と

zyA貼
で
は
具

ハ
ル
ム
ス
L
」
剖
ム
ル
せ
し
め
ら
れ
る
J
h
典
派
町
制
作
紅
桁
論
の
況

ι

論
が
な
か
っ
た
も
U

L
ょ
う
で
あ
る
c

然
ら
ば
一
胞
成
功
し
た
か
に
見
え
、
肘
凶
作
料
桝
雑
誌
に
協
る
一
岡
山
人
々
に
よ
っ
て
組
辿
さ

れ
る
に
王
っ
た
世
界
経
済
の
『
純
粋
料
率
的
』
研
究
は
、
言
葉
の
正
し
い
か
一
日
味
に
於
て
可
能
で
あ
ら
う
か
。
表
現
在
娘
へ
て
一
一
一
H

ふ
た

ら
ば
、
『
純
粋
利
息
的
』
な
研
究
を
主
張
す
る
と
と
こ
そ
が
却
て
刊
引
き
政
治
的
意
味
を
持
つ
の
で
は
在
い
か
c

終
り
に
モ
れ
ら
の
附
却
を

問
題
と
し
上
う
。

〔
註
〕
ゲ
エ
!
?
ー
は
な
る
ほ

r古
典
抵
の
世
界
料
開
眼
は
政
治
的
認
識
論
的
で
あ
っ
た
け
計
ど
も
、
そ

ω
と
と
は
仇
し
て
古
典
扱
の
科
県
判
を
佑

け
る
も
の
で
な
い
と
し
、
古
典
扱
に
到
し
て
品
開
品
て
制
寵
的
で
あ
る
。
と
れ
に
針
し
2

テ
ユ
一
一
ツ
ヒ
は
あ
く
ま
で
古
鼎
況
の
政
品
川
的
色
彩
(
杭
民
土
長
)

4
 

を
盟
副
L
、
そ
の
乙
と
か
、
b

ハ
ル
ム
λ

世
界
粧
抗
出
甲
山
純
粋
性
在
、
工
援
す
一
色
白
で
あ
る
。
け
れ
E
も
そ
白
何
れ
も
円
ル
ム
ス
内
世
旧
咋
紅
同
県
を
号
制
枠

科
眼
的
』
と
み
る
駄
で
は
現
り
が
な
い
。

か
れ
の
世
界
経
済
皐
の
政
治
的
意
味

政
策
的
目
的
川
氏
主
む
科
率
的
取
扱
ひ
の
可
能
性
を
否
定
す
る
ハ
ル
ム
ス
の
論
迎
が
、
か
の
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ミ
ー
ハ
ー
の
方
法
論
恥

白
山
間
り
物
以
件
の
何
物
で
も
な
い
こ
と
は
、
お
に
概
梨
し
た
と
こ
ら
ー
恥
ら
明
ら
払
で
あ
ら
う
。
間
は
ゆ
る
科
車
む
民
間
他
性
白
川
昌

A Bd. 22 、¥eltwirbchnfl l1nd Cniversntokonnmie (、、、五L Rotschnig 
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1
4
凶

μ

ウ
ヱ
1
バ

i

の
夫
し
き
杭
刊
に
も
州
ら
J9

か
れ
れ
引
市
山
肌
者
誌
に
於

J

」
刊
俗
的
立
政
治
附
利
川
に
刊
ぜ
ら
れ
土
こ
と
は
-
、
れ

ま
で
同
時
々
持
制
さ
れ
て
ゐ
る
泊
り
で
あ
る
。

も
と
日
他
人
智
政
慌
の
川
忠
仁
川
附
し
て
生
れ
穴
ウ
ェ
1
ハ
ー
の
川
前
が

別ん
M
M

政
策
の
相
川
門

を
、
血
(
へ
ら
れ
た
目
的
資
硯
の
た
め
の
午
段
に
針
ナ
る
技
術
的
批
判
に
限
定

L
、
日
」
山
政
資
そ
の
も
の
に
約
す
る
引
M

倒
的
態
度
の
山

定
を
許
さ
な
か
っ
た
と
在
、
そ
の
な
味
に
於
て
政
策
の
目
的
設
定
に
約
す
る
利
県
の
無
縁
を
設
へ
た
と
と
は
、
や
が
て
そ
の
市
消
者

注
に
於
て
政
策
の
ア
ポ
ロ
ギ
ー
の
た
め
の
一
都
合
よ
み
さ
武
掛
に
す
り
か
へ
ら
れ
る
に
五
っ
た
と
一
い
は
れ
て
ゐ
る

G

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ヱ

l

パ
ー
の
波
的
似
性
別
愉
は

エ
]
レ
ン
ベ
ル
グ
を
椛
て
ハ
パ
ム
ス

ki--
り
、
貨
に
か
、
る
閉
山
流
化
の
む
を
担
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
c

ウ
エ

l
ハ
ー
に
於
て
刷
ム
行
政
策
心
待
肢
の
た
め
に
か
h

げ
ら
れ
た
淡
間
仙
刊
の
必
求
は

ハ
ル
ム
ス
に
於
て
耐
人
刊
日
政
筑
心
在
日
ー
と
判

山
m
史
上
平
の
川
外
政
策
腕
悲
の
た
め
に
仙
川
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
と
が
刊
味

y
う
c

ハ
A

ム
ス
が
A

作
業
交
の
い
一
倒
的
制
引
の
下
に
伊

川
井
粧
品
川
析
質
問
を
設
定
し

資
本
の
倒
仙
寅
現
の
た
め
の
巾
抜
杭
京
に
抑
印
刷
し
て
ゐ
た
と
い
λ

そ
り
!
日
市
川
計
引
は

I
l
i
 

-

-

一

』
イ
l

“
科
阜
の
白
山
』

心
名
の
ド
に
行
は
れ
て
む
よ
う
と
も

叫
は
航
仙
相
刊
九
州
め
粕
川
肝
心
V

小
川
定
で
あ
る
と
し
て
判
制
さ
れ
て
ゐ
る

G

付
れ

ど
も
わ
れ
/
¥
は
か
L

る
己
と
を
一
服
問
ム
ま
い
。

早
川
の
曲
目
践
者
の

I
間
的
行
協
は
坑
似
に
於
て
早
川
の
油
引
に
影
山
押
を
山
一
へ
や

に
は
t
が
か
な
い
tr
し
て
も

わ
れ
/
¥
の
直
接
の
川
凶
は
品
川
界
統
向
取
り
柑
岐
に
川
び
ら
れ
た
内
民
間
仙
川
口
四
河
川
内
抗
川
そ
の
も
心

な
の
で
あ
る
。
波
似
仙
性
別
論
が
ハ
ル
ム
ス
に
於
て
川
俗
的
な
政
FFm
的
利
川
に
松
山
せ
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
ば

そ
の
引
ヘ
宮
川
は
始
山
ウ

エ
I
パ
ー
の
美
し
き
料
榊
忙
も
拘
ら
宇
、
既
に
ウ
エ

1
八

1
自
身
に
於
て
粘
耐
に
反
通
す
る
契
機
E
合
ん
で
ゐ
た
も
の
と
一
一
け
は
た
く

で
は
な
る
ま
い
ロ

友
る
ほ
ど
ウ
エ

l
パ
l

K
於
て
科
阜
の
淡
似
仙
牲
の
要
求
は
、
政
策
の
ん
守
山
阪
を
紺
持
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
つ
が
h
c

目
的
公
定
心

揚
は
庇
汎
た
諸
の
例
仙
の
揚
で
あ
り
、
科
躍
を
以
て
臼
抽
出
す
る
と
と
を
許
な
さ
い
刑
判
々
の
ゐ
ま
す
揚
で
あ
っ
た
。
側
々
人
心
机
外
観

ハ
ル
ム

λ

世
界
料
酔
品
中
山
政
情
的
立
昨

第
五
十
二
巻

ノ、

五

第
五
抗

五
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ハ
ル
ム
ス
世
界
鰹
情
畢
の
政
惜
的
意
味

部
五
十
二
巻

ハ一一六

第
五
盟

ー」/、

が
形
而
ド
的
た
利
守
闘
係
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
と
言
ム
と
と
を
否
定
し
は
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
取
扱
は
れ
る
問
題
が
一
般

化
す
れ
ば
す
る
ほ
と
、
問
姐
の
丈
化
的
点
下
山
誌
が
成
汎
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
日
M

川

F
的
た
経
験
的
知
識
の
材
料
か

ι
一
義
的
た
俳
た
け

を
求
め
る
こ
と
は
悶
訓
た
の
で
あ
り
、
『
信
仰
と
例
仙
叫
ん
中
』
と
い
ふ
Mm
め
亡
個
人
的
た
九
九
州
公
川
が
い
L
K

仰
を
一
山
川
す
の
で
あ
る
c

政

策
上
の
諸
問
凶
に
剖
寸
る
拝
似
は
結
川
は
一
信
仰
と
似
仙
叫
念
」
に
よ
う
て
決
記
さ
れ
、
そ
の
意
味
に
於
て
そ
の
存
仰
的
科
日
早
刊
い
は

否
定
苫
る
べ
き
も
の
で
め
っ
た
九
政
策
の
仙
仙
の
詳
仰
は
、
そ
の
結
以
に
於
て
り
み
・
千
以
を
辿
ヒ
て
質
現
さ
れ
る
ね
川
市
に
於
て
の

み
科
型
的
に
把
掃
す
る
こ
と
を
汁
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
淡
似
仙
性
珂
ん
酬
を
以
て
し
て
は
政
策
の
昨
門
前
も
科
同
小
山
存
問
性
も

終
に
は
利
持
し
抗
さ
れ
な
か
っ
た
。
山
は
ち
か
れ
内
身
の

mm閣
の
泣
JL
の
仕
方
、
か
れ
の
利
型
的
研
究
に
制
す
る
素
材
の
選
作
に
於

て
漸
次
特
定
の
『
伯
仇
的
』
文
相
樹
が
つ
枠
制
叫
化
』
せ
ざ
る
を
え
な
い
必
然
別
に
台
か
れ
で
ゐ
た
。
か
れ
の
枇
合
政
策
的
の
使
命
い
か
制

占
的
大
経
位
下
に
ゐ
け
る
持
働
問
係
の
訓
読
・
研
究
に
ゐ
か
れ
て
ゐ
た
と
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
捌
ト
門
的
段
階
に
入
っ
た
杭
逸
郎
れ
怖
の

産
物
で
あ
っ
た
の
み
で
な
〈
、
さ
う
云
っ
た
素
材
の
選
躍
り
仕
方
に
於
て
大
紋
皆
の
た
め
の
皐
で
町
る
こ
と
骨
川
一
小
し
一
む
た
と
一
五

ム
則
は
川
知
心
如
く
で
あ
る
。
か
つ
て
は
倫
別
的
装
ひ
を
以
て
一
安
ボ
せ
ら
れ
た
日
合
政
策
は
、
い
ま
干
産
求
心
生
産
党
の
川
出
と
し

て
客
仰
的
に
と
り
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
川
川
件
市
相
切
に
於
け
る
光
悦
一
資
本
主
義
路
岡
と
り
れ
け
児
凶
と
の
統
一
円
ー
の
た
め
に

競
午
能
力
主
阻
害
す
る
川
町
四
と
し
て
引
川
す
る
州
令
政
策
は
川
端
う
べ
〈
ん
ば
怜
て
去
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ウ
た
c

ウ
ヱ

1

ハ
ー
は

泣
似
仙
性
型
論
に
市
場
か
れ
一
L

、
そ
れ
を
一
広
阻
八
へ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
受
取
っ
た
の
で
あ
る
が
、
川
出
の
札
品
問
は
そ
の
結
県
内
珠
洲

そ
の
似
は
し
か
ら
ぎ
る
随
伴
脱
線
に
長
か
れ
て
ゐ
た
。
か
く
て
ウ
ヱ

l

ハ
l
自
身
に
於
て
波
川
仙
刊
の
理
ぬ
は
そ
の
美
し
き
精
川
に

反
逆
し
始
め
て
わ
た
と
云
ふ
こ
と
が
川
山
市
よ
ョ
。
一
一
日
抜
の
正
し
い
法
山
下
に
於
け
る
「
政
策
の
説
股
一
は
此
吹
を
も
容
仰
的
に
犯
拐
し

た
時
に
却
っ
て
可
能
で
あ
り
、
一
一
一
日
長
む
正
し
い
む
味
に
ゐ
け
る
一
利
阜
の
存
槻
山
一
は
じ
m
材
を
も
ト
に
概
的
に
担
保
L
た
咋
に
却
う
で

可
能
で
あ

5
2と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ウ
ヱ

l
パ

l

r
於
一
一
叫
に
特
定
の
政
治
的
芯
時
を
持
ち
州
め
で
ゐ
た
渋
川
仙
刊
の
内
論
は
回
流
ハ
ル
ム
ス
に
干
る
と
弥
一
め
で
明
祉

に
そ
の
本
W
H
E
U
は
す
。
政
慌
の
昨
般
を
枇
判
し
よ
う
と
す
る
足
し
い
桁
帥
む
か
け
ち
を
も

b
れ
/
l
k
は
ハ
ル
ム
ス
の
う
ち
に
凡
叫
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す
と
と
が
問
来
在
い
。
政
芳
の

H
的
は
何
ら
問
は
る
l

A

E

I

と
た
し
に
、
議
材
の

f
M併
が
そ

u
b
ら
は
立
3
4
P
主
似
て
間
同
じ
却
は
引

る
。
山
ち
叩
制
升
市
抑
制
の
特
M
h

利
早
川
研
究
c

か
れ
の
早
川
的
附
七
が
、
池
山
市
川
副
作
政
件
恥
か
ら
枇
ん
W
U

政
策
と
判
別
件
而
訟
の
山
川
勝
へ
、

史
ら
に
町
山
介
市
場
そ
の
も
の
k

「
客
仰
的
』
づ
研
坑
に
移
行
し
て
行
っ
た
こ
と
は
肢
に
述
べ
た
む
か
れ
に
於
て
は
軒
削
除
利
県
と
そ
五
T
K

の
も
の
で
あ
っ
た
。
淡
似
似
刊
の
則
論
は
形
式
的
に
州
開
封
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
川
々
の
附
午
に
於
て
何
が
桝
で
あ
り
何
が
川
舵
で
点

る
か
は
削
叫
に
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
よ
う
に
忠
は
れ
た
。
従
う
て
川
出
と
な
る
の
は
経
験
的
に
知
識
し
う
る
山
札
経
怖
で
あ
り
川
外
純
情

一
訟
で
し
か
な
山
っ
た
。
ハ
ル
ム
ス
が
似
仙
判
断
の
主
抑
制
を
ト
に
以
し
、
利
眼
的
川
界
絞
州
山
中
の
樹

I

止
を
に
じ
川
町
す
る
の
は
そ
の
よ
ろ
な

芯
味
に
於
て
Y
あ
っ
た
。
か
れ
の
f

一
円
ふ
川
旧
作
ん
い
が
怖
は
側
山
化
し
た
制
迩
市
北
の
た
め
の
市
川
判
で
あ
ウ
た
し
、
か
れ
の
一
一
い
ふ
附
一
界
紅
州

誌
は
世
川
井
市
揚
に
池
山
川
す
る
た
め
の
法
的
な
憾
り
川
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る

G

作
い
件
佐
川
内
十
は
早
川
町
日
山

ω
つ
L
よ

3
4
L
十

か
た
衣
を
ま
と
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
衣
の
利
か
ら
は
『
叩
同

k
誌
』
と
一
一
ム
ム
名
で
同
ぴ
慣
は
さ
れ
て
ゐ
る
お
此
た
鉛
が
見
え
隠
れ
し

て
ゐ
る
。
と
の
一
隠
さ
れ
た
鉛
に
こ
そ
ハ
ル
ム
ス
叫
外
科
的
問
イ
の
政
治
的
立
時
か
丸
川
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
れ
の
閉
山
川
た
方
訟
に

従
っ
て
か
れ
が
創
刊
し
編
輯
す
る
と
と
お
の
山
界
経
消
却
誌
は
、
土
く
こ
の
鉛
に
到
す
る
火
の
役
釧
を
川
市
し
た
c

一
九
一
三
年
あ
た

一
か
も
第
一
吹
大
戦
合
川
作
に
品
ヂ
げ
さ
れ
始
め
た
こ
心
抑
誌
は
、
『
純
粋
科
早
川
研
坑
』
の
名
の
下
に

I誌
の
料
一
品
川
択
に
帆
'
似
し

得
ざ
る
貢
献
を
た
し
て
ゐ
る
。
第
-
弐
心
へ
叫
哨
に
於
け
る
狛
品
唱
の
敗
北
は
.
雑
誌
の
行
き
方
に
針
し
て
影
響
を
民
へ
や
に
は
止
か
な
か

っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
人
ム
刊
と
し
て
の
方
刈
に
は
秘
化
な
か
っ
た

l
c
V
へ
ょ
う
。
英
米
仰
の
軍
事
的
総
掛
川
以
力
仁
川
服
す
る
こ
と

を
徐
儀
な
く
せ
し
め
ら
れ
た
別
注
の
従
前
に
と
っ
て
は
、
英
米
側
に
よ
っ
て
柿
成
さ
れ
る
机
界
経
術
的
編
成
松
ぴ
に
川
界
れ
州
法
的

編
成
(
附
除
聯
胤
)
に
依
捗
し
つ

it
釦
何
に
し
て
日
ら
の
力
を
向
山
す
る
か
ピ
引
一
仙
の
川
同
国
で
あ
っ
た
。
世
し
M
咋
経
例
靴
誌
は
仏
然
L
L

し一
t
一
「
純
料
科
型
的
研
究
』
を
相
傍
し
な
が
ら
、
そ
の
慰
問
的
似
品
川
を
川
執
し
紘
け
え
た
の
で
あ
る
。
判
m
外
経
情
相
誌
が
終
に
一
純

粋
科
率
的
研
究
』
の
つ

i
J
3
し
や
か
な
衣
を
弛
楽
し
、
日
ら
政
治
的
で
あ
る
己
と
を
摂
傍
し
始
め
た
の
は
、
山
刊
川
井
恐
慌
U
絞
刊
に
ナ

チ
ス
の
政
郁
波
件
以
後
の
と
と
に
凶
ナ
る
。
モ
れ
と
共
に
と
の
靴
誌
の
編
斡
は
、
ハ
ル
ム
ス
よ
り
伎
の
弟
子
プ
レ

l
z
l
ん
に
を
ね

ら
れ
、
世
界
経
済
墜
は
成
城
総
桝
論
へ
政
論
的
な
費
税

E
と
げ
ね
ば
左
ら
な
か
っ
た
。

ハ
ル
ム
ス
世
界
純
情
串
の
政
治
的
定
時

節
五
十
二
巻

ノ、

七

第
五
披

七




